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 骨代謝が旺盛な椎体骨梁骨の生理的年令的変化を追求し,骨粗鬆症,そ'の他の骨の病的状態を
 より明確に把握する基礎を築く意味で,私は突然死例,骨代謝に甚大な影響を一与えないと思われ
 る急肱症死亡例(便宜上r健常例」と称す),年令"オから85オ設で,92屍体の第4また
 は第5腰椎椎体の正中矢状面Sユiceの4倍直接拡大X線像にっき,一定部位面積の比較的骨梁
 格子数(以下「骨梁格子数」と略す),横縦骨梁比を測定検討した。また同一標本骨梁骨のCa,
 具N量の定量,Ga/RO彰/N比の算出を行ない,これらの年令的変化をも併せ検索した。さ
 らに骨梁格子疎密度を密なるものより疎なるものへ1度一5度に分けた場合,この疎密度と骨梁
 骨化学成分量の変化,骨ミネラル沈着度との関係についても観察を行なった。次に病的例として
 胃癌例8例,肺癌例6例,肝1;鍛かよび肝癌伊lj10例,膵癌例5例,その他の癌蓮7例,肉1厘例5
 例,萎縮腎例5例,COrllicosteroid長期投.事例4例,計46屍体の腰椎椎体骨梁むよび
 骨梁骨を同様な方法により検索し,健常例のそれと比較検討した。結果は次のごとくであった。
 1)骨梁格子疎密度の年代的分布では49オ代以後に男女ともかなり高率に5度のものが出現
 ることを語,めた。また骨梁が充実し完成期と考えられる20オ代にも.2度のものが53.5%に認
 められ,このようなもののうちに骨粗鬆症発現の素地をなしているものがあると推論した。
 骨梁格子数・'判七別平均の年令的推移では20オ代で最高・1直をとり,年令とともに減少し,50
 オ代以後において最低値を示した。男女別では60オ代以後での減少が女性にやや強い傾向を示
 したが有意差は認めなかった。
 2)横縦骨梁比は冊,20才代で各々0.95,ロ.94と1.0に近い値であるが年令とともに減
 少し50オ代,60オ代,70オ以上の年代では各々ロ.79,ロ.ア5,0.74に減少を示した。
 また骨梁格子数と横縦骨梁比の間には有意の相関関係が証明され,骨梁が減少する場合縦走骨梁
 も減少するが横走骨梁の減少がより著明なることを明らかにした。
 5)1Gオ代,2巳オ代,特に切方代の骨梁骨の骨ミネラノレ沈着度は50オ代以後の各年代
 Dそ'れに比して著しく低く,50オ代以後の各年代ではその沈着度にほとんど差が認められない。
 N量は年令とともに減少するか,本検索では重量比によるものであり,絶対的減少では吐く,骨
 ミネラル沈着度上昇に伴う相対的変化と考えられた。Ga/P比が10,20オ代に低く50オ
 代以後の各年代のそ・れとの間に差を認め,これら年耽の間に骨ミネラル結晶の平均的組成に伺ら
 かの相違かあることを想像させるが,P量に富みGa量に乏しい細胞成分の混入によることも否
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 4)屑粗鬆状態にある骨梁骨も,骨梁の充実せる骨梁骨も骨ミネラル沈着度には差が左く,骨
 粗鬆症はd.emilleraU8a七ionではなく骨量(bone皿aεs)の減少状態であることを認'
 めた0
 5)肺癌例に骨ミネラル高沈藩傾向を肝硬変お・よび肝癌例群,1陣痛偽善ら萎縮腎イ列群に:骨ミネ
 ラル低沈着'傾向を認め,これらに刻しいささかの考察を加えた。
 6)病的群の骨梁格子数の変化についてけ各々の疾、曝群がともに少数例である上に骨梁格子数
 の生理的年令的減少傾向が大走るため,これを越えて影響を及ぼす因子を明らかにできなかった。
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 審査結果の・要旨
 著者は'胃代謝がflひ純よぐ旺盛にあらわれる脊椎体骨梁骨にむいてその生理的:笹令的変化を骨梁
 構造の面と一部化学的成分について攻究し,骨粗撰進,そ'の他の骨の病的状態をより明確に把握
 する獅聴烈越で本鷲を徹つ耐ので筋.材料出村から編才賛の92屍体の
 腰欄難の正写咲状融析副てついて骨鯉汗嵐気,右磁骨梁比麓碇検討し1さらに同一標木骨梁
 骨のOa,P,N量の定量,C巳/P,C乱/N比の算出を行な.つた。さらにこの正中部の3■ice
 の蹄肱大像によし滑辮評π輪度・鑑71':観の駒豆韓紬のへ捜一強に分肝と最沿・こ
 のi疎密度と骨梁骨イヒ学成分1縫の変化,骨ミ・ネクル沈着度との関係についても検索を行衣つた。こ
 れに蘇,と留順子疎密度は姻才ユリ,伽汝ともか効高度に3度。ものが1糊す綻とガ瀞わ
 言〕れそ乙と猛老熟として,骨梁がもっとも充実した完成期と考えら札る20才代にも2度のもの
 ンう.親藩められ娘とヒ紀(倣倣もの前ちにすでに。8七e。P。reeis嚇地越してレ・
 ろも・のかあるためと考え夫.。
 監依正中矢状面における横縦骨梁北をみると骨梁数が減少すると同時に継走骨梁の減少度が新
 走骨梁の減少瘍よりょり着膨.1てあることガ明らかになった。次に骨ミネラル沈落度を見ると20
 才代まで,特に10才代のそれは50才代以後の各隼代に比し著しぐ低ぐ,30才代以往でけその
 沈着度はほとんど帯け.認⇒られ歳い。工耳量は焦令と共に減少するが,骨ミネラル沈i着痩上昇に伴
 う相対的変化と考えられ,またCa/P比が窪0,29才代に低ぐ30才代以後の各年代の参れ
 キの間に弟を、認め,これら年代の間に骨ミネラル結晶の平均的組成に何らかの相違があることを
 しかしP景に富みCa量に乏しい細胞成分の混入によることも否定で巻たいとし
 た。
 一般に骨粗鬆状態にある削痩せる骨梁骨も,充実せる骨梁骨も骨ミネラル沈着度には整が凌ぐ
 。$七eOI・orosisはd-eminera■iZa七ionではなぐて骨景の減少状態であることを確
 次に各種病的例に語いては肺癌例に骨ミネラルの高度沈着傾向を,肝硬変沿よび肝癌例君乖,脾
 癌例群,萎縮腎例群に骨ミネラル低沈着傾向を認め,これらに対しても考察を加えている。
 以上本研究は脊椎の健常ならびに病的状態にかける骨梁構造乏・明らかにし・その化学的成分の
 主体をたすea,P,Nの関係について論じたもので,十分学位に値すろものと認められる。
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